
 
 

 
 
  

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

     

笠間市立友部第二中学校 学校だより 第１０号 令和５年７月１２日 

ＴＯＭＯＮＩ  
【校 訓】共に語らん 共に学ばん 共に進まん 

【キーワード】チーム和ークで，魅力度アップキャンペーン 

同点のまま試合終了かと思った残り１４秒・・・相手チームが放ったシュートが決まり、勝ち越されてしまいました。

顧問はすぐさまタイムを要求し、動揺するチームを落ち着かせ、同点にすべく指示を出し、残り１４秒にすべてをかけま

した。作戦はうまくいき、チームの希望を載せて放たれたシュートはリングに一直線に向かい、「さあ同点か」と思ったも

のの無情にもはずれてしまいました。と同時に、ゲームセットのホイッスルが鳴りました。 

前半を相手にリードされて終えたとき、顧問は選手を集めて、こう檄を飛ばしました。「誰と試合をしているんだ。相手

がどうのこうのではないだろう。逃げたり、弱気になったり、遠慮したり、この大事な時に本当の自分（今まで練習して

きたこと）を出さないでどうする。相手は自分自身だ。このまま終わるような練習はしてこなかったはずだ。」 

選手は前半とは見違えるように必死に走り、相手にプレスをかけ、同点に追いつき、一時はリードもしました。しかし、

勝利の女神は微笑まなかったのです。 

あの時シュートを１本でも決めていれば、相手のシュートをおさえていれば、あのパスミスさえなければ・・・・と悔

やむ気持ちはあるでしょう。でも、きっと友二中のみんなならば、この経験を次のステージに生かしてくれると信じてい

ます。 

 

中央地区総体・・・今大会も、笑顔あり、涙あり、感動ありの素晴らしい大会でした。応援してくださったすべての皆様

に感謝いたします。ありがとうございました。 

中央地区総体を終えて 

【学校運営協議会】 
 ６月２７日に、第１回目の学校運営協議会（コミュニティ

スクール）を開催しました。昨年に引き続き、生徒会役員も

授業の合間に参加し、「校則の見直しやクリーン作戦への協力

などを行う中で、魅力度アップ運動を推進し、これからも地

域と一緒に友二中学区を盛り上げていきたいです」と述べて

くれました。 

 ＰＴＡ組織が改変されてから初めての開催となった今回、

改めて学校運営協議会とは何かを問い直す機会となりまし

た。本校ＰＴＡ改変の趣旨は“やらされる活動”から“生徒

のために楽しんでやる活動”への変革です。その根底には、

地域の生徒たちの健全育成を願う心があります。そういった

意味で、生徒の安全確保、授業・行事支援などＰＴＡとコミ

ュニティスクールで共通する部分はとても多いと思います。

最終的には、両者が協働して地域の生徒たちの育成に関わっ

ていければと思います。今後も活動内容はボランティア活動

が主になると思いますで、皆様のアイディアをお待ちしてお

ります。最後に、学校運営協議会委員を紹介します。 

鈴木  裕 様  雨谷 芳光 様  打越 安洋 様  

枝川 良雄 様   

（ＰＴＡから）  永田  忠 様  石井 栄美 様  

友常 秀太 様  浅野 典子 様  

（学校から）   稲田 義弘    安達 学   

小松﨑 美重   久野 道則    小林 圭 

どうぞよろしくお願いします。 


